
 　図－８　１次冷却材ポンプ電源監視回路改造工事

    １次冷却材ポンプ駆動用電源の電圧および周波数の低下を監視する装置の電源が喪失した状態
で運転することを防止するため、監視装置の電源が喪失した場合には中央制御室に警報を発報す
るとともに、「電源電圧低」および「電源周波数低」の信号を発信する回路構成に変更する。

工事概要

1次冷却材ポンプ電源監視回路概要図

凡　例

：信号

：電源

原子炉格納容器

原子炉容器
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制御棒

加圧器

１次冷却材ポンプ
（Ａ、Ｂ　２台）

主給水
（復水器から）

主蒸気
（タービンへ）

　変更前の電源系統は、検出器１，２がそれぞれ同じ電源系統であるため、１系統が
電源喪失した場合にはＡ，Ｂポンプの検出器で原子炉トリップ信号を発信することか
ら、Ｂポンプ側の電源系統を変更する。
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　監視装置（検出器）の電源が喪
失した場合には、「電源電圧低」、
「電源周波数低」の警報を発信す
る回路構成に変更する。
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